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　RILEM TC-MAM（腐食損傷を受けた鉄筋コンクリートの寿命モニタリング支援モデル）の概要は以下のとおりである。

背景と活動目的

　コンクリート構造物は高耐久性かも知れないが、保守、予測評価、および修理での経済的側面から、それら経年性状（エージング）はまだ研究課題である。鉄筋の腐食は、構造体の経年性状で最も有害な現象である。耐用年数のモデル化は大変複雑で、多くの研究者が現在でも包括的な考え方を見出そうと試みている。以前のRILEMのTCのいくつかはこの課題を取り扱い、耐用年数予測で特定の面に偏ってはいるが、重要なレポートを出している。例えばTC-104-DDCでは、“コンクリート構造物の損耗の分類”、TC-130では、“耐用年数予測”、TC-154では、“コンクリートの鉄筋腐食の電気化学的測定技術”、TC160-MLNでは、“原子力発電所のコンクリート構造物の寿命予測”、TC-178では、“コンクリート中の塩素イオン浸透の試験とモデル化”である。
　モデル化には次の三つが含まれる。

（1）構造物の設計段階や建設時に特殊な環境下で活発に作用する物質の浸透を予測
（2）いったん鉄筋腐食が発生した後の腐食の進展
（3）クラックが発生した時の構造的挙動
濃度のしきい値が工学的論点として今でも残るが、塩素イオンや炭酸化の浸透モデル化は最も興味が引かれていた。鉄筋腐食でコンクリートがひび割れを起こし、また鉄筋とコンクリートの付着力や構造体の耐荷重の低下を起こすが、これらを厳密な形で扱ったものはほとんどない。それゆえ、腐食が進展している時の構造的なモデル化はTCで検討されるべき重要な課題である。一方、そのモデル化は、特殊なコンクリートの試験に基づくか、もしくは、埋め込まれたセンサーを用いて検証される。
本TC-MAMの目的は、設計段階や腐食損傷を受けている現存の構造物に対する現状のモデルに関するState of the Art Reportを準備すること、およびそのようなモデル化で行った適切な試験法やセンサーについての取りまとめを行うことである。第二の目的は耐用年数モデルの紹介のためRILEM Recommendationを作成することである。

従来の活動との関連
本TCの主要範囲は、現在多くの国･地域･国際機関（fib、ACI、IABSEほか）で研究されている。RILEMの他のTCで以前に行われた鉄筋の腐食に関する仕事（TC-60“コンクリート中の鉄筋の腐食”、TC-104-DDC“コンクリート構造物の損耗の分類”、TC-130“耐用年数予測”、TC-154“コンクリート中での鉄筋腐食の電気化学的測定技術”、TC-160-MLN“原子力発電所のコンクリート構造物の寿命予測”、TC-178“コンクリート中の塩素イオン浸透の試験とモデル化”）の成果が出発点になるであろう。TC-LTP（材料と構造の寿命挙動）やTC-INR（非破壊試験結果の解釈とRC構造の評価）のように、対象が広く、鉄筋の腐食には特化していないが、RILEMには現在でもいくつかの関連する活動がある。このテーマの重要性およびそこに含まれるRILEMの長い歴史を鑑み、今までのレビューを行い、設計者や利用者に指針を与えるとともに、今までの知見とのギャップを認識することが必要。とくにこの委員会の仕事は、この分野で新しい研究の準備のキッカケを生み出すことである。

活動計画
出発点は政府当局（主に道路･運輸関連）の指針や推奨、RILEM報告、発表文献などから、鉄筋腐食に関する現存のモデルを収集する。活動期間は5年。

　委員会は次の四つのテーマの小委員会で活動する。

（1）設計段階における塩化イオンおよび炭酸化の浸透のモデルとそれの進展過程
（2）塩化物量のしきい値と腐食の限界
（3）腐食構造物の構造工学的モデル化
（4）腐食状態を評価するための試験装置と監視･測定法

委員会メンバー
提案されたメンバーは、大学等の研究者や設計者である。また何人かはモデルのエンドユーザーでもある。19名の委員（17名はヨーロッパで、日本はいない）からなり、委員長はDr.C.Andrade（スペイン）、事務局はMr.J.Gulikers（オランダ）。委員会では以前のRILEMの委員会で行われた活動成果に基づいて行い、RILEMの“コアビジネス”とリンクした学際的なフィールドを包含するであろう。
期待される成果

TCの成果として以下のことが予測される。

（1）今までのモデルに関するState of the Art Report、およびこの分野で本当に必要な研究の識別
（2）鉄筋腐食モデルの指針に関するRILEM Recommendation

他の活動として、
（1）2007年の国際ワークショップ
（2）2008年の国際会議でState of the Art Reportを発表

成果の使用

TCの成果は、鉄筋腐食の特別な面からコンクリートやコンクリート構造物の経年性状の管理に適用できるであろう。現存のモデルで試みられているリスク解析の改良や最も合理的なモデルを選択するのにも役立つであろう。経済的インパクトに関して、このTCの成果を適用することにより、改良された材料の使用や設計方法でコスト低減ができ、また安全性と信頼性の改善効果で劣化パラメータや挙動のモニタリングのガイダンスがより理解できるであろう。
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